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一
月
号
も
く
じ 

 

（
ペ
ー
ジ
） 

施
設
長
よ
り･･････････････

１ 

 

業
務
部
よ
り･･････････････

２ 

 

主
任
よ
り････････････････

３ 

 

職
員
よ
り
・
調
理
場
よ
り････

４ 

 

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
よ
り
・ 

行
事
報
告･･････････

５ 

 

出
張
報
告････････････････

７ 

 
 

 

行
事
予
定
・ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・ 

編
集
後
記･･･････

８ 

 

№３９６ 

令和 7 年１月１日 

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
つ
く
し
の
里
を 

ど
う
ぞ
宜
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

やさしさいっぱいコンサート 
    歌って踊って盛り上がりました！！ 
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施
設
長
よ
り 

 
 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

仕
事
は
追
う
も
の
だ
と
頭
で
は
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

仕
事
が
積
み
重
な
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

日
々
反
省
の
一
年
で
し
た
。
も
っ
と
時
間
の
使
い
方
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ

強
化
を
目
標
に
掲
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
事
業
所
と
し
て
も
、
半
期
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
事
業
計
画
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
と

こ
ろ
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
下
期
に
改
善
し
な
が
ら
、
必
要
な
も
の
は
、

令
和
七
年
度
の
事
業
計
画
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
「
巳
」。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
利
用
者
さ
ん
が
可
愛
く
あ
し
ら

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
好
き
な
○
○
シ
リ
ー

ズ
」
。
利
用
者
さ
ん
が
好
き
な
も
の
は
好
き
と
言
え
る
環
境
は
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
支
援
現
場
に
お
い
て
、
日
常
の
中
に
利
用
者
さ
ん
の
「
好
き
」

を
散
り
ば
め
て
く
れ
る
と
、「
楽
し
い
」
が
も
っ
と
増
え
、
周
囲
に
伝
播
す
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
心
理
的
安
全
性
に
つ
な
が
っ
て
く
れ

る
と
支
援
者
と
し
て
も
う
れ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
い
で
に
年

男
・
年
女
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
利
用
者
さ
ん
は
十
二
名
。
職
員
は
十
名
で

し
た
。
以
前
よ
り
、
年
男
年
女
と
い
う
言
葉
を
聞
か
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
年
の
干
支
生
ま
れ
は
、
他
の
干
支

よ
り
も
神
様
か
ら
の
ご
加
護
が
受
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
巳
年
は
「
再
生
や
誕
生
・
生
命
力
」
を
意
味
す
る
年
の
よ
う
で

す
。
つ
く
し
の
里
も
三
十
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
様
々
な
変
化
に
人
は
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
い
生
き
物
で
す
が
、
マ
ン
ネ
リ
は
成
長
を
停
滞
さ
せ
て
し

ま
う
と
も
い
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
脱
皮
・
再
生
す

る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

施
設
長 

松
永 

一
博 

                     

施設 PR 委員会 今月の 1枚！ 

茶道の先生の話を 

真剣に聞く Y さん。 

美味しいお茶を 

たてる事が 

出来ました♪ 
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業
務
部
よ
り 

年
の
瀬 

 

十
二
月
に
入
っ
た
途
端
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、
平
地
で
も
う
っ
す
ら
と

雪
化
粧
す
る
日
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
つ
く
し
の
里
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
餅
つ
き
大
会
と
、
一
年
を
締
め
く
く
る
楽
し
い
行
事
を
準
備
中
で
す
。 

  

さ
て
、
法
人
の
令
和
六
年
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
十
月
に
県
の
指
導

監
査
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
令
和
元
年
度
以
来
、
五
年
ぶ

り
の
実
地
監
査
で
し
た
。 

 

制
度
改
正
に
伴
う
規
程
の
変
更
や
書
類
整
備
等
、
そ
の
都
度
対
応
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、
き
ち
ん
と
出
来
て
い
る
か
再
確
認
し
な
が
ら
監
査
資
料

を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
法
人
と
障
が
い
者
支
援
施
設
、
生
活
介
護
が
監
査
の
対
象
で
、

法
人
・
施
設
の
監
査
資
料
に
加
え
、
法
人
運
営
・
経
理
・
利
用
者
処
遇
等
の

自
己
点
検
表
、
各
種
規
程
等
を
提
出
し
ま
し
た
。
職
務
上
、
提
出
す
る
全
て

の
資
料
に
目
を
通
し
、
修
正
を
確
認
す
る
た
め
、
九
月
は
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
で
し
た
が
、
無
事
に
監
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
十
一
月
上
旬
に
監
査
結
果
が
通
知
さ
れ
、
障
害
者
支
援
施
設
に

対
す
る
口
頭
指
摘
事
項
、
文
書
指
摘
事
項
と
し
て
、
食
中
毒
の
予
防
、
ま
ん

延
防
止
に
関
す
る
指
針
の
策
定
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
改
善
し
、
報
告
書
類
を
提
出
済
み
で
す
。

こ
の
他
、
助
言
メ
モ
と
し
て
、
法
人
・
施
設
、
合
わ
せ
て
十
七
件
の
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
順
次
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
つ
く
し
の
里
の
年
末
の
風
物
詩
に
、
カ
レ
ン
ダ

ー
作
成
と
門
松
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。 

カ
レ
ン
ダ
ー
を
年
末
の
挨
拶
に
持
参
す
る
と
「
今
年
も
か
わ
い
い
で
す

ね
」、「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
等
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。 

門
松
は
手
づ
く
り
で
、
担
当
に
な
っ
た
職
員
が
寒
空
の
下
、
竹
を
切
っ
た

り
、
土
を
入
れ
た
り
、
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
出
来
上

が
っ
て
正
面
玄
関
に
飾
ら
れ
る
と
、
新
年
の
準
備
が
整
っ
た
な
と
、
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

  

令
和
七
年
は
「
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）」
の
年
で
、
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
、

成
長
し
て
い
く
年
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
蛇
が
皮
を
脱
ぎ
捨
て
て
生

ま
れ
変
わ
る
よ
う
に
、
古
い
も
の
を
捨
て
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
年
、

様
々
な
も
の
が
大
き
く
成
長
し
、
発
展
し
て
い
く
年
の
よ
う
で
す
。 

 

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

事
務
長 

光
永 

明
日
美 
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主
任
よ
り 

 

金 

 

先
月
の
里
だ
よ
り
の
主
任
よ
り
で
「
今
年
の
漢
字
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
続
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
二
日
に
清
水
寺
で
二
〇

二
四
年
の
漢
字
が
発
表
さ
れ
、
今
年
の
漢
字
は
「
金
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ご
家
族
の
予
想
は
外
れ
ま
し
た…

。 

  

「
金
」
に
決
ま
っ
た
理
由
は
、
五
輪
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
よ
る
、

光
を
表
す
「
金
」。
政
治
の
裏
金
問
題
な
ど
の
影
を
表
す
「
金
」
の
二
つ
の
意

味
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
二
〇
二
三
年
は
「
税
」。
今
年
は
「
金
」
と
お

金
に
関
す
る
漢
字
が
続
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
「
金
」
が
選
ば
れ
る
の
は

今
回
で
五
回
目
だ
そ
う
で
す
。
五
輪
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
お
け
る

「
金
」
は
と
て
も
嬉
し
く
明
る
い
話
題
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
影
の
部
分
を

見
て
い
る
と
二
〇
二
四
年
は
「
金
」
に
関
わ
る
事
が
多
か
っ
た
年
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
光
熱
費
や
相
次
ぐ
食
料
品
の
値
上
が
り
。
令
和
の
米
騒
動
と

呼
ば
れ
た
、
私
達
の
食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
お
米
の
値
上
が
り…
。
十
二
月

十
九
日
か
ら
は
、
燃
料
油
価
格
の
補
助
金
見
直
し
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が

上
が
り
ま
し
た
。
来
月
に
は
補
助
率
が
下
が
り
、
さ
ら
な
る
値
上
げ
と
な
る

見
込
み
だ
そ
う
で
す
。 

私
生
活
に
目
を
向
け
る
と
、
子
ど
も
を
連
れ
駄
菓
子
屋
に
行
く
事
が
あ
る

の
で
す
が
、
私
が
子
供
の
頃
は
五
十
円
で
購
入
出
来
て
い
た
お
菓
子
も
、
今

で
は
七
十
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
親
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
お
財
布
事

情
に
も
影
響
し
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

相
次
ぐ
商
品
等
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
私
達
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る

部
分
で
す
。
子
ど
も
に
は
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
の
で
食
事
面
に
お
い
て

は
ど
う
し
よ
う
も
出
来
な
い
で
す
が
、
使
っ
て
い
な
い
電
気
は
消
す
事
や
近

い
距
離
は
歩
く
等
、
出
来
る
事
は
始
め
て
い
ま
す
。
つ
く
し
の
里
に
お
い
て

も
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
影
響
は
例
外
で
は
な
く
、
光
熱
費
の
支
出
が
増
加
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
エ
ア
コ
ン
や
照
明
器
具
の
使
用
等
、
必
要
な
部
分
は
適

切
に
使
用
し
な
が
ら
、
出
来
る
事
を
意
識
し
節
電
・
節
水
を
施
設
全
体
で
心

が
け
て
い
ま
す
。 

  

二
〇
二
四
年
は
能
登
半
島
地
震
に
始
ま
り
相
次
ぐ
災
害
や
事
件
等
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年
の
漢
字
が
発
表
さ

れ
る
時
、
明
る
い
話
題
が
多
い
一
年
だ
っ
た
な
と
思
え
る
一
年
に
な
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
施
設
で
は
、
十
二
月
か
ら
次
年
度
の
事
業
計
画
の
会
議

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
意
見
や
知
恵
を
出
し
合
い
、
利
用
者
さ
ん
の
生

活
が
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

主
任
支
援
員 

小
嶋 

健
仁 
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職員より 

今回は私の休日の過ごし方についてお話をしたいと思います。つくしの里に入職し、始

めは慣れない変則勤務の中で、休日は寝て過ごす日々が多く、1日を無駄にしてしまった・・

と思う事が多かったです。しかし、2 年目になると平日休みに出掛けることの優越感に魅

了されてしまい、休みの日には家で過ごすことが少なくなりました。1 人で人吉までドラ

イブへ出掛けカフェ巡りをしたり、友人と休みの日が合うとランチへ出掛けたりして休日

を過ごすようになりました。仕事とプライベートのオン・オフの切り替えを行うことで、

「明日頑張ったら休み！」「次の休みはどこに行って、何をしようかな？」と考えることで

仕事へのモチベーションも上がります。訪れた先々では「ここに利用者さんと出掛けたら

楽しそうだな」「ここは段差があるから○○さんが来るには少し難しいかもしれないな」な

ど頭の片隅には常に利用者さんがいます。外出へ出掛ける際には、行き慣れた場所に行く

ことが多くなりがちですが、今後は違う場所にも少し冒険をしたいと思います。                   

                                （支援員 瀬形） 

調理場より 

 つくしの里に入職して 12 月で 10 年になりました。思い返せばいろいろなことがありま

した。台風による停電。夕方まで復旧せず、ランプをかけて食事の準備をしました。平成

28年の熊本地震。地震後はスーパーやコンビニからも食料が無くなり、食事はどうなるだ

ろうかと不安の中、毎日がバタバタと過ぎていきました。それから 3 年ほど続いたコロナ

禍。地震の時とは違った大変さがありました。この 3 つが入職してからつくしの里での重

大な出来事でした。反対によかったことは、利用者さんが食事をよく食べられ「おいしか

ったよ」と笑顔で声をかけてくださいます。10年間続いています。この一言で頑張れます。

もちろん「おいしくない」時もあったと思います。その時は、反省し味付け、材料の見直

しをします。季節の行事食を取り入れながら食事の準備をすると 1 年があっという間に過

ぎてしまいます。プライベートでは入職歓迎会の時に「箱根駅伝の生観戦」を抱負に述べ

ました。お正月休みをいただき入職 4 年目に実現しました。昨年、コロナに感染してから

運動量が減り、体力、気力がなかなか元に戻りません。利用者さんの笑顔を励みに次の目

標達成を目指してもうしばらく頑張りたいと思います。     （管理栄養士 奈須） 
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行事報告 ※ 11／21（木）～12／20（金）の実施分について報告いたします 

★ やさしさいっぱいコンサート【11 月 23 日（土）大津町生涯学習ｾﾝﾀｰ文化ﾎｰﾙ】 

 本年度も楽しいコンサートを行うことができました。曲も利用者さんの好みをたくさん

取り入れてくださって、「この曲知ってるよ～」と一緒に歌って楽しまれる利用者さんもい

らっしゃいました。 

また、アルパ（大きなハープ）の演奏体験など、曲に合わせて楽器を奏でるという普段な

かなかできない経験もさせていただきました。参加された利用者さんからも「楽しかった」

「感動した」との声がありました。職員としても、利用者さん達の上手な演奏を見て、そん

な才能もあったのかと新しい発見に驚きと喜びを感じました。 

 風邪の流行により参加できなかった利用者さんには残念でしたが、来年は皆で元気に参

加したいと思います。 

 楽しいコンサートも保護者会の皆様のお力添えあってのことだと思います。ご協力本当

にありがとうございました。                   （支援員 池崎） 

サービス向上委員会より 

■生活【支援員 外山・後藤ﾋ・池崎】 

 利用者さんが健康で快適な生活を送れる事を目標に活動をしています。今年度の取り組

みとして毎日、天気や気温を分かりやすく掲示板に掲示することで衣類調整の目安とした

り、毎週水曜日は「温泉の日」として入浴剤を使って温泉気分を堪能して頂いています。

又、入浴時間をより一層楽しんでもらえるように小型スピーカーを購入しました。聴き馴

染みのある曲が流れると笑顔で口ずさんでおられました。 

 今年度も残り数カ月ではありますが、昨年度好評だった靴の訪問販売を計画中です。足

のサイズは個人差があるので、利用者さんが実際に商品を手に取り希望のデザイン･色の靴

が見つけられるようサポートしていきます。 
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★ いきいきグループ外出①【11 月 28 日（木）熊本城】 

 利用者さんから「熊本城をみたい！」と希望があり、外出を計画しました。震災前は砂利

道や坂道が多かったのですが、現在は復興途中の熊本城を間近で観覧できるよう特別公開

ルートが設置され、車椅子の方でも安心して入城することができました。震災から 8 年経

ち、着々と復興を遂げる熊本城にみなぎるパワーを感じました。すれ違う観光客の方が話

すのは、中国語、韓国語、英語…と熊本に居るはずなのに、ちょっぴり異国の地にいるよう

な気分にもなりました。復興ルートは片道 350m あります。往復するとやや息が上がりま

したが、「運動だ！」と皆さん頑張って歩きました。昼食は城彩苑内のビュッフェレストラ

ンで食事を摂りました。料理の種類も多く、満喫した時間を過ごしました。当日は、曇り・

雨予報で心配しながらの外出でしたが、いざ熊本城に到着すると晴れ間が見え、むしろ暑

いくらいの気候でした。みなさんの日頃の行いが良かったおかげだと思います。とても楽

しい外出となりました。今後も利用者さんの行きたいところ、食べたい物等、希望を聞き

ながら外出を計画していきます。                （支援員 尾崎ｱ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ いきいきグループ外出②【12 月 19 日（木）メルパルク熊本】 

 メルパルク熊本レストランパールに食事に行きました。皆さんおめかしして出かけまし

た。ホテルに着くと、玄関にクリスマスツリーとくまモンが飾られていて、それを見た利

用者さんから笑顔が見られました。レストランで料理が運ばれてくると、皆さん緊張から

か、静かな食事のスタートとなりました。コース料理で、前菜、魚料理、肉料理と次から次

に運ばれてきて美味しいと食べられていました。盛り付けの綺麗さにも驚きましたが、種

類の多さにも驚きました。職員も食べきれないほどでした・・・が、利用者さんはペロリッ

と完食でした。レストランスタッフの方もとてもよくして下さって、帰りには「またのお

越しをお待ちしています。」と見送っていただきました。皆さん楽しんで食事をされたので、

機会があったらまた行きたいなと思います。帰りは、お腹一杯と言う事もあり、静かな車

内でした。（熟睡でした。）                    （支援員 山田） 
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研修報告 ※ 11／21（木）～12／20（金）の実施分について報告いたします

◆障害者虐待防止研修【11 月 22 日（金）くまもと県民交流館パレア】 

 「事業所内で起こった虐待事案や不適切事案について」「事業所での虐待防止の取り組み、

管理者としての関わり」「事業所の虐待防止をワンランク上げるには」という内容のグルー

プワークを行いました。事業所間で虐待の捉え方も様々でしたが、共通して言えることは、

個々が「小さな出来事」を意識して考える事が大切だと言うこと。また、不適切な支援を薄

いグレーとするならば、濃いグレーにならずともグレーはどこまでもグレーであり、白に

はならない。グレーゾーンを虐待の「芽」だと考えると、それはもう虐待の一部であり、

「芽」には「根」があり「土」があるため、管理者は土壌に目を向けること、風土に目を向

け、働きやすい、風通しの良い職場づくりに努めることが急務であるということを念頭に

業務にあたると共に、現場で共有しようと思います。       （主任支援員 長渕） 

◆リスクマネージャー養成研修会【11 月 27 日（水）～29 日（金）東京都 TOC 有明コンベンションホール】 

「リスクマネジメント」「虐待防止」「危険予知（KYT）」「苦情対応」「モチベーション」

と様々なリスク対策に向き合うための研修でした。どこの事業所においても同じような共

通課題を抱えており、対応の難しさがあることを改めて感じました。 

今回の研修では特に事業所内の事故防止策、苦情、虐待といった当施設内でも欠かすこ

とのできない課題に対してグループワークを交えて話を行ってきました。「事故は誰でも

起こすものであり、その後の素早い対応・対策が大事」とのこと。研修内容は報告書を提

出しますが、それだけでは伝えきれない内容ばかりでしたので会議を通じて職員へ報告し

ていきたいと思います。 

 研修場所は東京都でしたが、全国から 100名近くの参加者がおられ久しぶりの集合研修

に圧倒されました。研修会場の高層ビルからの眺めは圧巻。研修終了後は夕方でしたが夜

景がとてもきれいで多くの方が写真に収めていました。私自身のモチベーションにもつな

がり、今後の業務にしっかり活かしていきたいと改めて感じました。 （支援員 北島） 

◆第 12回障害者支援施設部会全国大会中国地区大会【12 月 19 日（木）・20日（金）広島国際会議場】 

 職員 3 名で参加させて頂きました。2024 年度の報酬改定を機に、障害福祉サービスの重

要な柱として、共生社会の実現に向けた本人の意思決定を支援する事が、私達支援者の重

要な使命となった事。入所施設の専門性やその存在意義、役割について実践を通じて見直

し、障害のある方々にとって共生社会をどのように推し進めていくか考える大会でした。 

 1 日目は、行政説明、「障害者にとっての意思決定支援と共生社会」、シンポジウム「共生

社会に向けた意思決定支援のあり方」～障害者支援施設の取り組むべき要素、進むべき方

向性～の講演がありました。 

 2 日目は各分科会に分かれ、実践を通した各事業所の取り組みを聞く事が出来ました。 

 様々な話があり、一支援員として考えさせられることが多くありましたし、学ぶことも

多く、聞いた話の中で、印象的だったものを 1 つ挙げると、「利用者の安心・安全をと言っ

ているが、結局は職員の安心・安全になっていないか。自分がこの施設で支援を受けたい

のか、今一度皆さんには考えてもらう機会としてもらいたい」とありました。 

 私達支援員が利用者の皆さんと何が出来るのか、毎日を笑顔で過ごしていくにはどうす

ればよいのか、様々な視点から考えていきたいと思います。    （支援員 松尾り） 
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い
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き
た
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存
じ
ま
す
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行事予定 

☆ 参拝・新年会（日吉神社・つくしの里） 

期 日：1 月 6 日（月） 

内 容：職員の代表者で無病息災等を祈願してきます。 

 

☆ 生活介護⑤班外出（菊陽町・ゆめタウン光の森他） 

期 日：1 月 22 日（水） 

内 容：外食と買い物で一日をゆっくり満喫したいと思います。 
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 ～職員研修（施設内）～ 

《感染症研修》熊本ｾﾝﾄﾗﾙ病院の保健師さんから 

吐物処理について改めて教わりました。 

《消防機器研修》もしもの火災に備えて消防機器の使い方など教わりました。 


